
電気メスを使用したことにより、薬剤に引火し
た事例が再び報告されています。薬剤は全て
エタノールを含む消毒剤です。

電気メスによる薬剤の引火を医療安全情報Ｎｏ．３４（２００９年９月）で情報提供いた
しました。その後、５年11ヶ月の間に類似の事例が８件報告されていますので、
再度、情報提供いたします（集計期間：２００９年８月１日～２０１５年7月31日）。
この情報は、第３７回報告書「再発・類似事例の発生状況」（Ｐ１５１）で取り上げた
内容を基に作成しました。
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電気メスで引火した薬剤 件数

クロルヘキシジングルコン酸塩消毒用液
EW0.5％「NP」

0.5％ヘキザックアルコール液

ステリクロンRエタノール液0.5

グルコジンR・エタノール液0.5%

マスキンＲ・エタノール液（0.5　　%）

ハイポエタノール外用液2%「アトル」
ウエルパス手指消毒液0.2%

イソジンフィールド液10%

消毒剤の添付文書には、
「火気（電気メスを含む）
  に注意すること」
などと記載されています。
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※この医療安全情報は、医療事故情報収集等事業（厚生労働省補助事業）において収集された事例をもとに、当事業の
一環として総合評価部会の専門家の意見に基づき、医療事故の発生予防、再発防止のために作成されたものです。
当事業の趣旨等の詳細については、当機構ホームページに掲載されている報告書および年報をご覧ください。
　http://www.med-safe.jp/
※この情報の作成にあたり、作成時における正確性については万全を期しておりますが、その内容を将来にわたり保証
するものではありません。
※この情報は、医療従事者の裁量を制限したり、医療従事者に義務や責任を課したりするものではありません。
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・引火性のある消毒剤があることを周知徹底する。

総合評価部会の意見

・消毒剤のボトルに「火気厳禁（電気メス使用注意）」のシールを貼付し、
 注意喚起する。
・垂れた消毒剤を吸収させたパッドは、覆布をかける前に取り除く。

事例が発生した医療機関の取り組み

事 例 1 
開腹手術のため、両側腹部に「イソジン垂れ込み防止用パッド」を貼り、クロルヘキ
シジングルコン酸塩消毒用液EW0.5％「NP」に浸した綿球で皮膚消毒を行い、
パッドを貼付したまま覆布をかけた。手術開始後、電気メスを使用していたところ、
医師は覆布が焦げていることに気づいた。覆布をめくり確認したところ、患者の
右側腹部に熱傷が生じていた。覆布の下にパッドから気化したエタノールが溜まり、
引火した可能性があった。

事 例 2 
心タンポナーデの手術を速やかに開始するため、胸部から腹部までイソジン
フィールドで消毒を行った。心タンポナーデ解除後に自己心拍が再開せず、鼠径部
を切開することになり、さらに大腿部にイソジンフィールドを塗布した。その直後に
電気メスを使用したところ、患者の身体の下の消毒剤の溜まりに引火し、両鼠径部
から側胸部・腋窩にかけて熱傷が生じた。


